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第１章 はじめに 

1.1 人工知能技術が社会にもたらすインパクト 

                                                   
1 Society 5.0  
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1.2 人工知能技術がもたらす期待と不安 

1.3 人工知能技術はこれまでの技術と何が違うのか 
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1.4 懇談会の目的 

  

                                                   
2 http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/ai/index.html  
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第２章 人工知能と人間社会に関する検討動向 

2.1 世界の動向 

                                                   
3 Peter Stone, Rodney Brooks, Erik Brynjolfsson, Ryan Calo, Oren Etzioni, Greg Hager, Julia 
Hirschberg, Shivaram Kalyanakrishnan, Ece Kamar, Sarit Kraus, Kevin Leyton-Brown, David 
Parkes, William Press, AnnaLee Saxenian, Julie Shah, Milind Tambe, and Astro Teller.  "Artificial 
Intelligence and Life in 2030." One Hundred Year Study on Artificial Intelligence: Report of the 
2015-2016 Study Panel, Stanford University, Stanford, CA,  September 2016. Doc: 
http://ai100.stanford.edu/2016-report 2017 2 24  
4 http://standards.ieee.org/develop/indconn/ec/autonomous_systems.html (2017 2 24 ) 
5 Beneficial AI 2017.  https://futureoflife.org/bai-2017/  (2017 2 24 ) 
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2.2 日本の動向 

                                                   
6 
https://obamawhitehouse.archives.gov/sites/default/files/whitehouse_files/microsites/ostp/NSTC/pre
paring_for_the_future_of_ai.pdf 2017 2 24  
7 (2015) 30(3), 358-364. 
8  http://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index5.html 2017 2 24

 
9 AI http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-
news/01iicp01_02000049.html 2017 2 24 AI  2016 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01iicp01_02000050.html 2017 2 24
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人工知能は人間を超えるか？ 
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第３章 懇談会におけるアプローチ 

 

3.1 分野の選択 
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3.2 検討する観点 
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3.3 共通する論点の整理へ向けて 
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論点整理のための分野別事例の表（右）の導き方 

  

分野別の事例の深掘り検討 論点の絞り込み 共通する論点の抽出

倫倫理理、、法法、、経経済済、、教教育育、、社社会会、、研研究究開開発発ごごととにに
事事例例にに共共通通すするる論論点点をを抽抽出出

移動 製造
個人向け
サービス

対話・
交流

共通する
論点
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第４章 人工知能技術と人間社会について検討すべき論点 

 

4.1 倫理的論点 

（人工知能技術の進展に伴って生じる、人と人工知能技

術・機械の関係性の変化と倫理観の変化）

（人工知能技術によって知らぬ間に感情や信条、行

動が操作されたり、順位づけ・選別さられたりする可能性への懸念）

                                                   
10 
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12 
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（能力や感情を含む人間観の捉え直し）

（人工知能技術が関与する行為・創造に対

する価値・評価の受容性。価値観や捉え方の多様性）

4.2 法的論点 

（人工知能技

術による事故等の責任分配の明確化と保険の整備。人工知能技術を使うリスク、使わないリスクの

考慮）

                                                   
13  
14  
15  
16 

 
17 
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（個人情報とプライバシーの保護も含めたビッグデータ利活用）

（人工知能技術を活用した創作物等の権利の検討）

（法解釈 法改正 法に関連する基本的概念の再検討の可

能性）

4.3 経済的論点 

                                                   
18 

 
19 

 
20 

 
21 
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（人工知能技術による業務や働き方の変化：個人対

象）

（人

工知能技術の利活用による雇用と企業の変化：企業対象）

（人工知能技術の利活用を促進するための経済政策、労働移動を可能とする教育政策・雇用

政策：国対象）

4.4 教育的論点 

                                                   
22  
23 
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（人工知能技術を適切に利活用するための教育）

（人にとっ

て本質的な能力や人にしかできない能力の育成）

4.5 社会的論点 

（人工知能技術との関わりの自由と共有可能な価値についての対話）

（人工知能技術によるデ

バイド、社会的コストの不均衡、差別への対処）
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（新たな社会的病理の可能性、対立、依存への対処）

4.6 研究開発的論点 

（倫理観、アカウン

タビリティ、可視化）

（セキュリティ確保、プライバシー保護、制御可能性、透

明性）

（人工知能技術に関する適切な情報伝達と人文社会科学研究、融合研究の必要性）

（人工知能技術の多様性確保と多様な社会への対応）

                                                   
24 AI (1)
(2) (3) (4) (5) (6)

(7) (8) 2016 4
6 2016  

25 2017 2
Institutional Review Board: IRB  
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第５章 おわりに 
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